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 参観ありがとうございました  
暦の上では一年で最も寒い時季とされる「大寒」を迎えましたが、３月中旬並みの気温になる日が

続く中で21日(火)の授業参観を行うことができました。今年度最後の授業参観ということもあって、

多くの保護者の皆様に、ご都合をつけ来校いただきました。ありがとうございました。 

６年生では３クラスとも「小学校６年間の思い出発表会」とし

て、一人一人が“思い出ベスト３”を発表していました。“６年

生修学旅行”“６年生体育大会”が圧倒的に多いようでしたが、

“入学式”“２年生おもちゃランド”“骨折”“親友との出会い”

など懐かしいものや特有なものもあり、ほほ笑ましく思いました。 

１～５年生のどの学級においても、姿勢や態度、発表などから

子どもたちの成長を感じていただけたものと思っています。 

さて、参観されながら思われたことや気付かれたことを、家庭

で話題にされたでしょうか。参観では見えなかった部分や、子ど

もの思いや気持ちなどを知る機会になりますし、それに対するお家の方の考えを伝えるよい機会にも

なるはずです。家で見せる顔と学校で見せる顔が同じ子もいれば、違う子もいます。家庭と学校とで

情報提供や情報共有をしながら、歩調を合わせて関わっていけたらと思っています。 
 

 コミュニケーションを大切に  
授業参観後の青少年健全育成講演会では、認定ＮＰＯ法人ス

テューデント・サポートフェイスの支援コーディネーターを務め

られている桑原 宏樹さんにご講演いただきしました。 

警察官時代に関わられた女の子のことを話題の中心にしなが

らコミュニケーションの大切さを詳しく話してくださいました。

つながりを持ち続けることの大切さも示してくださいました。 

少年期(6～15歳)の行動の異変は、SOSを発しているサイン

であり、背景に友達・家庭・学校のことなどが複雑に絡んでい

ることがほとんどということで、大人には、察知したら、「聴く」

ことや受け止めることの必要性を伝えられました。また、子ど

もたちには、断る勇気や話す勇気、相談する勇気をもつことを

伝えられました。そのためにも、普段から「ごめんね」「ありが

とう」をきちんと発すること、あいさつを交わすこと、会話す

ることなど、当たり前のことを当たり前にできることが大切で

あると話されました。そして、最後に、「ぜひ、家の中で互いの

“よいところ”探しをしてください。“会話”をしてください」

と強調されました。学校でも、子どもたちの笑顔につながるコミ

ュニケーションを大切にしていきたいと思います。 

  

本年度卒業式と次年度入学式の日が決ま

りましたので、お伝えします。 
 

令和６年度 卒業証書授与式 ３月１４日（金） 
 
令和７年度 入学式     ４月１１日（金） 

【２月主な行事予定】 

３(月)クラブ活動(４～６年生) 

５(水)読み語り（１～３年生） 

７(金)新入学児童保護者説明会 

10(月)校内立体作品展 

 〃 委員会活動（５,６年生） 

11(火) ● 建国記念の日（祝日） 

12(水)児童集会（図書委員会） 

17(月)委員会活動（４～６年生） 

19(水)ぶっくん回収 

23(日) ● 天皇誕生日（祝日）

24(月)振替休日 

26(水)地区児童会 

28(金)ありがとう集会 

〃 学年末懇談会（１～５年生） 

〃 ６年生図書最終貸出 

青少年健全育成講演会 

６年３組授業参観(総合) 


